
はじめに

上部尿路に肉腫様変化を認める病変が発生すること

は極めてまれであり，一般的には悪性度が高く予後不

良の癌とされている．今回肉腫様変化を認めた腎盂癌

の１例を経験したので報告する．

症 例

患 者：６４歳，男性

主 訴：肉眼的血尿

既往歴：特記事項なし

病 歴：２０１４年４月より肉眼的血尿を主訴に近医受

診．精査目的に２０１４年５月当院紹介となる．

現 症：身長１６０cm，体重５６kg

検査所見：

〈血液検査〉WBC６，９２０／μl，RBC５２７×１０４／μl，Hb
１６．５g/dl，Plt２３．１×１０４／μl，BUN１３mg/dl，Cr１．２
mg/dl，Na１４３mEq/l，K５．０mEq/l，Cl１０４mEq/l，

GOT１３U/l，GPT１１U/l，ALP２８８U/l，γ-GTP３４U/l，
LDH１６４U/l，CK４９U/l，T-Bil０．７mg/dl，TP ７．４

g/dl，Aib４．９g/dl，CRP０．５mg/dl

〈検尿沈渣〉尿 pH５．５，尿比重１．００３，尿蛋白（－），

尿糖（－），尿潜血（３＋），赤血球１００以上／hpf，白

血球１‐４／hpf

〈尿細胞診〉class�
画像所見：単純 CTでは，膀胱内隆起性病変，上部尿

路に腫瘍を疑う所見は認めなかった．

逆行性腎盂造影で左上腎杯に陰影欠損を認め（図１），

造影 CTでは左上腎杯に１．５cmほどの造影効果のあ

る腫瘍を認めた（図２）．明らかなリンパ節の転移，

他臓器への転移は認めなかった．

臨床経過：外来膀胱鏡では明らかな腫瘍性病変認めな

かったが尿細胞診 class�を２回認めたため２０１４年７
月に膀胱生検＋両側逆行性腎盂造影を施行した．膀胱

内は明らかな悪性所見を認めなかったが左上腎杯に腫

瘍を疑う陰影欠損を認めた．右腎盂尿は細胞診 class
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要 旨

症例は６４歳男性．肉眼的血尿を主訴に当院外来受診．膀胱鏡では明らかな腫瘍性病変は認めなかったが尿細胞診で

class�を認めたため，膀胱生検，逆行性腎盂造影，腎盂尿を採取した．左上腎杯に陰影欠損を認め，左腎盂尿が細胞
診 class�であったため左腎盂癌と診断し，後腹膜鏡下左腎尿管全摘出術を施行した．病理組織診断では high-gradeの
尿路上皮癌と肉腫様変化の混在を認めた．一般的に肉腫様変化は尿路に発生することはまれであり，悪性度の高い予後

不良の癌とされている．今回肉腫様変化を認めた腎盂癌の１例を経験したので報告する．

キーワード：腎盂癌，肉腫様変化，後腹膜鏡下腎尿管摘出術

図１ 逆行性腎盂造影：左上腎杯に陰影欠損を認めた
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�，左腎盂尿は class�であったため左腎盂癌と診
断．２０１４年９月に後腹膜鏡下左腎尿管全摘除術を施行

した．

組織学的所見：摘出標本では左上腎杯に２cmほどの

充実性腫瘍を認めた．顕微鏡的には乳頭状に増生する

通常の尿路上皮癌と充実性に増生する紡錘型の異型細

胞を認め，腎実質に浸潤していた（図３）．以上より

Urothelial carcinoma（sarcomatoid variant９０％，High-

grade UC G２１０％）pT３N０M０と診断した．

経 過：腎実質への浸潤を認め，また病理組織診断に

て肉腫様変化を認めたため２０１４年１１月より Gemcit-

abine，Carboplatinの全身化学療法を追加した．２０１４

年１１月現在治療中である．

考 察

肉腫様変化を認める病変はあらゆる器官から発生し

皮膚，咽頭，消化管，卵巣，子宮等を中心に報告され

ている．泌尿器科領域では膀胱からの発生が多く報告

されている．Wrightらは膀胱癌全体の肉腫様癌の発

生頻度は０．０６％と報告している１）．上部尿路に肉腫様

変化を認めるのはさらにまれであり，我々が検索した

限りでは本症例を含め２７例であった．発生の誘因とし

ては慢性炎症や放射線の関与を指摘する報告２）がみら

れるが，はっきりした因果関係を示唆するものはな

い．

一般的な治療法としては外科的切除が第一選択とさ

図２ 造影CT：左上腎杯に１．５cm大の造影効果のある腫
瘍性病変を認めた

図３ 病理所見
a：乳頭状に増生する尿路上皮癌と充実性に増生する肉腫様腫瘍（HE染色，×１００）．b：high-grade の尿路上皮癌（HE
染色，×２００）．c：紡錘型細胞の増生を認めた（HE染色，×２００）．d：cをさらに拡大すると核小体明瞭で大型の異形な核
を持つ紡錘型細胞を認めた
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れるが，進行した状態で見つかる症例が多く不幸な経

過をたどる症例がほとんどであった３）．放射線治療，

化学療法が施行されている症例も散見されるが症例が

少なく有効性は確立されていない．外科的切除後追加

療法なしで再発を認めていない症例４）も報告されてい

るが，本症例は腎実質への浸潤も認めており，肝転移

性膀胱肉腫様癌に Gemcitabine，Cisplatinが有効で

あったとの症例報告５）を参照にし，腎機能を考慮し

Gemcitabine，Carboplatinの追加化学療法を施行し

た．今後も厳重なフォローが必要であると思われる．
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Sarcomatoid carcinoma in the renal pelvis : a case report
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We report a case of sarcomatoid carcinoma in the renal pelvis. A ６４-year-old man visited our hospital with

gross hematuria. Computed tomography and cystoscopy findings did not detect bladder tumors or renal pelvis

carcinoma. Retrograde pyelography revealed left renal pelvis carcinoma. A retroperitoneoscopic nephroureterec-

tomy combined with a bladder cuff excision was performed, and a histological examination confirmed a sarco-

matoid variant consisting of urothelial carcinoma. The patient is undergoing chemotherapy.
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